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議会運営委員会 

 

平成３０年８月２８日午前９時００分から委員会室で開かれた。 

 

１．出席委員 

◎木澤 正男     ○奥村 容子      小林  誠 

平川 理恵      嶋田 善行      井上 卓也 

坂口  徹 

 

２．理事者出席者 

    総 務 部 長  加藤 惠三 

 

３．会議の書記 

議会事務局長         真弓  啓    同  係  長  岡田 光代 

 

４．審査事項 

別紙のとおり 
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開会（午前９時００分） 

署名委員  井上委員、坂口委員 

 

おはようございます。 

全委員出席されておりますので、ただいまから、議会運営委員会を開

会し、本日の会議を開きます。 

なお、議長から欠席の通告を受けております。 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私の方から指名いたします。 

会議録署名委員に、井上委員、坂口委員のお二人を指名いたします。

お二人には、よろしくお願いいたします。 

本日の議事日程は、お手元に配布していますレジメのとおりでござい

ますので、レジメに沿って進めてまいりたいと思います。 

初めに、１．協議事項、（１）平成３０年第３回斑鳩町議会定例会につ

いてを議題といたします。 

①の会期日程につきましては、６月１４日開催の議会運営委員会で確

認いたしました日程案のとおり、９月３日（月）から９月２７日（木）

までの２５日間の会期日程で決定したいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

 

（ な  し ） 

 

異議なしと認めます。 

平成３０年第３回斑鳩町議会定例会は、９月３日（月）から９月２７

日（木）までの会期２５日間ということで決定をさせていただきます。 

次に、②付議予定議案等の取扱いについてを議題といたします。 

付議予定議案等の取り扱いについて、日程順に確認してまいりますの

で、議事日程と委員会付託表とをあわせてごらんください。 

まず、日程１．会議録署名議員の指名、日程２．会期の決定をいたし

まして、次に、日程３から日程５まで、閉会中の各常任委員会の審査の

概要につきまして、各委員長から報告を受けることといたします。 

次に、提出されました議案を一括上程し、町長から総括提案説明を受
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け、その後、議事日程に従って議事を進めることといたします。 

それでは、各議案の取り扱いについて、付託先などの確認をさせてい

ただきます。日程６．議案第３８号 町長、副町長及び教育長の給与の

減額に関する条例については、総務常任委員会に付託。日程７．議案第

３９号 斑鳩町農地等災害復旧事業分担金徴収条例については、建設水

道常任委員会に付託。日程８．議案第４０号 斑鳩町町税条例等の一部

を改正する条例については、総務常任委員会に付託。日程９．議案第４

１号 斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例についても、総務常

任委員会に付託。日程１０．議案第４２号 斑鳩町家庭的保育事業等の

設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例については、厚

生常任委員会に付託。日程１１．議案第４３号 いかるがホール空調設

備更新工事請負契約の締結については、総務常任委員会に付託。日程１

２．議案第４４号 平成３０年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）に

ついても、総務常任委員会に付託。日程１３．議案第４５号 平成３０

年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）については、

厚生常任委員会に付託。日程１４．議案第４６号 平成３０年度斑鳩町

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についても厚生常任委員会に

付託。日程１５．議案第４７号 平成３０年度斑鳩町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）についても厚生常任委員会に付託。次に、日

程１６．議案第４８号 平成２９年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について、及び日程１８．認定第２号 平成２９年度斑鳩町

一般会計歳入歳出決算の認定についてから日程２３．認定第７号 平成

２９年度斑鳩町水道事業会計決算の認定については、決算審査特別委員

会を設置し、これに付託することにご異議ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

異議なしと認めます。 

よって、日程１６．議案第４８号、及び日程１８．認定第２号から日

程２３．認定第７号までの７議案については、決算審査特別委員会を設

置し、付託いたします。 



 - 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

なお、この決算審査特別委員会につきましては、既に各常任委員会で

委員の選任をしていただいているところでございますが、本会議初日

に、７議案を一括議題として取り上げて総括質疑を行った後、委員会条

例第５条の規定に基づき、委員７名の決算審査特別委員会を設置するこ

とについて会議に諮っていただき、次に、委員会条例第７条第４項の規

定に基づき、議長から特別委員を指名していただくことといたします。 

次に、日程１７．諮問第３号 人権擁護委員の推薦について意見を求

めることについては、人事案件ですので、慣例により、委員会付託を省

略し、初日に諮ることといたします。 

次に、日程２４．同意第１号 教育長の任命について同意を求めるこ

とについて、から日程２７．同意第４号 斑鳩町公平委員会委員の選任

について同意を求めることについて（その２）までの４議案も人事案件

でございますので、慣例により、委員会付託を省略し、初日に諮ること

といたします。 

次に、日程２８．報告第１１号 議会の委任による町長専決処分の報

告について（平成３０年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について）

は、報告案件でございますので、慣例により、初日に報告を受けること

といたします。 

本会議初日に提出される予定の議案につきましては、以上のとおりで

ございます。ここまで確認いたしましたとおり付議議案の取り扱いをし

たいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

異議なしと認めます。 

なお、初日にお諮りする諮問第３号及び同意第１号から同意第４号に

ついて、討論の有無は初日の全員協議会でご確認いただくこととなりま

すが、もし討論となった場合、本会議における討論におきましては、こ

れまでの例により、賛否の討論者をそれぞれ１名ずつとすることで確認

しておきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 
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（ な  し ） 

 

異議なしと認めます。 

賛否の討論は、各１名ずつということで、確認をしておきます。 

以上で、（１）平成３０年第３回斑鳩町議会定例会についてを終わり

ます。 

次に、（２）要望書等の取扱いについてを議題といたします。 

これまでに５件の要望書等をお受けしております。これらの取り扱い

についてご協議いただきたいと思います。 

まず初めに、これらの文書を受けた経緯などについて、簡単に事務局

から説明をお願いします。真弓議会事務局長。 

 

それでは、これまでに提出を受けました５件の要望書等につきまし

て、提出を受けた経緯などをご報告させていただきます。 

初めに、２０１８年奈良県網の目平和行進要請書についてでございま

すが、６月２７日に、原水爆禁止国民平和大行進奈良県実行委員会の平

和行進が斑鳩町に来られましたんで、その際に受け取ったものでござい

ます。内容といたしましては、昨年とほぼ同じ内容のものでございます。 

次に、２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議についてでございま

すが、去る７月５日に奈良県町村議会議長会から郵送されたものでござ

います。内容といたしましては、２０２５年に開催される万国博覧会の

大阪誘致に向けまして開催の趣旨、効果等を勘案いただき、地元の機運

醸成に向けて決議をご議決賜り、大阪開催誘致成功に向けてご協力をい

ただきたいというものでございます。 

 次に、核兵器廃絶・平和行政推進に関する要請でございますが、７月

２５日に反核平和の火リレー実行委員会の平和の火リレーが斑鳩町に

来られましたんで、その際に受け取ったものでございます。内容といた

しましては、昨年とほぼ同じ内容となっております。 

 次に、意見書採択のお願いでございます。同じ依頼元から２件ござい

ます。 

 １件目ですが、去る８月３日に奈良県社会保障推進協議会 事務局の
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議会事務

局長 

菊池氏が来庁され、受け取ったものでございます。内容につきましては、

奈良県知事宛に国民健康保険県単位化の下での国保運営のありかたに

関する意見書の提出を検討いただきたいというものでございます。 

 次に、同じく、意見書採択のお願いということでございます。先ほど

の菊池氏が来庁された際に受け取ったものでございます。内容としまし

ては、奈良県知事宛に奈良県医療費適正化計画における「地域別診療報

酬」活用検討の撤回を求める意見書の提出を検討いただきたいというも

のでございます。以上でございます。 

 

ありがとうございました。ただいま議会事務局長から説明がありまし

たが、これらの要望書等の取り扱いについて、提出を受けました順に一

つずつ委員皆様のご意見をお聞きしたいと思いますが、要請書５件あり

まして、目を通していただく時間を確保しようかなと思いますが。 

９時２５分まで休憩といたします。 

 

（ 午前９時１０分 休憩 ） 

（ 午前９時１８分 再開 ） 

 

それでは、再開いたします。 

それでは、順を追って、委員皆さんのご意見をお聞きしていきたいと

思います。 

初めに、２０１８年奈良県網の目平和行進要請書について、委員皆様

のご意見をお受けいたします。 坂口委員。 

 

１つ確認ですけど、これまあ毎年のことですねんけども、例年どのよ

うに扱いされているかちょっとお聞きしたいです。 

 

真弓議会事務局長。 

 

こちらについては配布となっております。 
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委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

例年そういう手続き取られているんであれば、今回も配布にとどめて

だけでいいとは思いますが。 

 

他の委員さん、いかがでしょうか。 

特にないようでしたら、今、ご意見いただいたように、配布というこ

とでさせていただいてよろしいですか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、ただいま議題となっております要請書につきましては、各

議員に配布にとどめるということで確認をしておきます。 

次に、２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議について、委員皆様

のご意見をお受けいたします。 嶋田委員。 

 

 これも大阪府のことですし、もう、配布にとどめたらいいかなと思い

ます。 

 

 他の委員さんいかがでしょうか。 

 

   （ 異議なし ） 

 

 そうしましたら、ただいま議題となっております奈良県町村議会議長

会からの依頼につきましては、各議員に配布にとどめるということで確

認をしておきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、そのようにさせていただきます。 

では次に、核兵器廃絶・平和行政推進に関する要請について、委員皆

様のご意見をお受けいたします。 坂口委員。 
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小林委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

これも先ほどの一番目と同様で配布でいいと思います。 

 

他の委員さんいかがでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、ただいま議題となっております要請につきまして

は、各議員に配布にとどめるということで確認をしておきたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

 それでは、そのように取り扱いをさせていただきます。 

次に、意見書採択のお願い（国保運営）について、委員皆様のご意見

をお受けいたします。  

 いかがでしょうか。所管にあたるであろう、厚生の委員長もいらっし

ゃいますけども。いかがでしょうか。 小林委員。 

 

 担当課にも確認させていただきたいことも、知らないことも書いてま

すので、厚生常任委員会の方に付託していただいて、勉強もさせていた

だきたいなと思います。 

 

 他の委員さんいかがでしょうか。 

 特になければ、今、委員会付託して審議をしてはどうかというご意見

いただきましたけども、そういう方向でよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

 そうしましたら付託先なんですけども、厚生常任委員会ということで

よろしいでしょうか。 
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嶋田委員 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、ただいま議題となっております奈良県社会保障推進協議

会、奈良県民主医療機関連合会からの依頼につきましては、定例会に上

程し、厚生常任委員会に付託するということで確認をさせていただきた

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

なお、お配りしています議事日程には入っておりませんので、議案と

して追加をいたします。 

次に、意見書採択のお願い（地域別診療報酬）について、委員皆様の

ご意見をお受けしたいと思います。  

ちなみに、こちらにつきましては、県の医師会の方からですね、決議

があがっているということで、資料がつけられております。 

これもごらんいただければと思います。  

いかがでしょうか。暫時休憩します。 

 

（ 午前９時２５分 休憩 ） 

（ 午前９時２７分 再開 ） 

 

再開いたします。 

改めて委員皆さんのご意見をお聞きしたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

どうぞ皆さん、ご意見出していただきたいと思います。 

じゃあ、平川委員いかがでしょうか。 

ご意見ございませんか。 嶋田委員。 

 

ざっと読んだ限りでは、報酬の引き下げやから医師会は反対している

んであって、こんなんつけられたって、役にも立たんと思います。県が
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決められたことなんで、もう配布にとどめたらどうですか。 

 

 他の委員さんいかがでしょう。 

 特にご意見ないようでしたら、今、ご意見あったように配布にとどめ

るということでよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、ただいま議題となっております奈良県社会保障推進協議

会、奈良県民主医療機関連合会からの依頼につきましては、各議員に配

布にとどめるということで確認しておきます。 

以上で、（２）要望書等の取扱いについてを終わります。 

総務部長には、他の公務もありますので、ここで退席していただくこ

とといたします。どうもお疲れ様でした。 

暫時休憩いたします。 

 

（ 午前 ９時３０分 休憩 ） 

（ 午前 ９時３０分 再開 ） 

 

再開いたします。 

次に、（３）今年度の検討事項について、①議会事務局職員が監査委

員書記を併任することについてを議題とし、皆さんのご意見をお聞きし

たいと思います。 

 今回につきましては、特に理事者側からの報告等はございません。前

回、説明を受けて、それ以降の議論ということで進めさせていただきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 嶋田委員。 

 

 住民の皆さんからの監査請求があった場合には、ちょっとしんどいな

というお話前々からいただいてましたけれども、今ないから必要ない、

もしか出てきたら、他の職員で補助をするというふうなことをお聞きし

てましたけれども、実際出てきた場合にはつらい部分もあるということ
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井上委員 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

なんで、今のところはもうこのまま置いといてはどうかなと思っており

ます。 

 

 他の委員さんいかがでしょうか。 小林委員。 

 

 今年度の検討については現状のままで私もいいのかなと考えており

ます。１つ事務局に質問なんですけれども、３、４年前ぐらいに議会事

務局の広域化の事務の取り扱いが認められて、なんか四国かどこか、市

町村で広域化で議会事務局１つになってやっているところあると思う

んですけれども、奈良県とか近隣、関西は各市町村、議会事務局は１つ

なんですかね。広域で業務を担当しているところとかは聞いたことはあ

りますか。 

 

 真弓議会事務局長。 

 

 今のところ、県内でそういった動きはないように思っております。 

 ちょっと四国の方も確かそういう話はあったように思うんですけど

も、実現したかどうかまでは、ちょっと私もすみません、把握していな

いところです。 

 

 他の委員さんいかがでしょうか。 井上委員。 

 

 私もお二人と一緒で引き続き今の状況っていう話を、もう１回もう少

しキープしていくっていう話でいいと思います。 

 

 他の委員さんはいかがでしょうか。 

 一応、まあ今年度の検討事項なんで、結論を出すのはそんなに急ぎま

せんけども、それぞれどういうふうに思ってはるかっていうのを聞かせ

ていただいて、方向性定めていきたいなという風に思うんです。 

 この件につきましては、理事者側の方からですね、体制の変更したい

ということで申し入れがあったけども、前回申し入れがあった際にはち
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嶋田委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

ょっと議論する時間もないということで、据え置かせてもらいまして、

今回改めて１年間かけて議論しようということで、テーマとして挙げさ

せていただいております。前回ですね、乾副町長に出席いただいて、資

料もつけて説明をしていただいて、近隣の状況なんかも報告いただきま

したが、おおむね説明の中では今後住民監査請求は発生しないであろう

ということを前提にして説明をしておられたというふうに思います。た

だ、私の方でもですね、現状町長が交代して今新たに問題が発覚してい

る状況もあって、監査請求が出ないというようなこともないなというふ

うには実感をしているところです。あとまた気になりますのが、今現状

の体制でですね、監査委員書記を勤めておられる方については退職の時

期がまた来ると思いますんで、その体制について町としてどう考えてお

られるのか、私もいろいろお話聞かせていただきますと、やっぱり監査

の仕事っていうのは、ぱっと変わってすぐできるものでもないというこ

とで、やっぱり何年か経験を積んで、その仕事の全体ですね、を把握す

るという形になりますので、果たしてなくしてしまって応急的に対応で

きるのかっていうのと、あとは今の体制ですね、担当者の方がおられな

くなった後に、どうしていくのかと、そのことも含めて体制については

考えていかないといけないなというふうに思ってますけども、当面現状

としては、私も監査請求の可能性があるという風に思っていますので、

今、お三方、このまま置いとくべきじゃないかということでご意見いた

だきましたけども、議会としてはそういう結論出していくっていうのも

当然ありかなというふうには思っています。 嶋田委員。 

 

 以前に出してもらった資料で、監査の職員さんの仕事内容だとかそん

なんは出てましたか。出てなかったように思うねんけども。月別のいろ

んなんは出てたけども。 

 

 スケジュール。例えば水道決算の時には、その前の、いつぐらいから

そういう仕事が始まってとか、決算審査やったらその前からどういう仕

事があるのかっていう、年間のスケジュールについて出していただいた

のと、あと近隣の状況ですね、人員配置などの体制について資料として
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嶋田委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

嶋田委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

まとめていただきましたけど、その中身については、特段資料とか説明

とかはないんですけども、ただ、それも口頭でちょっと説明いただいて

も、膨大な量になるということで、そこは改めて。 嶋田委員。 

 

 前出してもらった資料を見る限りでは兼任もいけるんではないかな

というふうなように見えるいうんですか、そういう感想を持ちましたけ

ども、先ほど言いましたように、監査請求きたりしたら、もうお手上げ

やいうふうなこともおっしゃってましたんで、今現在の職員さんの仕事

量ですな、事細かにも必要ないけども、月のうち、いくらぐらい残業が

あるとか、そういうふうなこともちょっと知りたいとは思いますね。 

 

全部を網羅するの難しいかもしれませんけど、内容等についてもでき

るだけ確認をしたいということでよろしいですか。 

 

 はい。 

 

 また、委員さんから出していただいた要望については、理事者の方に

問いかけてみたいとは思いますけども、もし時間が許されるんでした

ら、監査委員書記に出席していただいて、直接仕事内容なんかのお話を

聞かせていただくというのが一番かなと思うんですけども、それも理事

者の方に要求していこうと思いますけども。できれば次回の議会運営委

員会に出席していただいて、いろんな話を聞かせていただくという形に

したいと思いますけども、そういう形でよろしいでしょうか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

 他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、特にないようですので、①議会事務局職員が監査委
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委員長 

 

 

 

 

議会事務

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員書記を併任することについては、いろいろご意見もいただく中で、委

員皆様からいただいた要望ついては理事者にお伝えして、残業がどうな

っているのかってうのと、仕事内容についてお聞きしたいということ

で、次回監査委員書記に出席していただけるように要請していくという

ことで、確認をして終わっておきたいと思いますが、それでよろしいで

しょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

 それでは、①については以上で終ります。 

次に、②各種研修会への参加について。前回６月１４日の議会運営委

員会で委員からご意見のありました、近隣町の状況について、簡単に議

会事務局長より説明をお願いしたいと思います。 

 

それでは、お手元の資料の末尾にございます資料２つをお願いいたし

ます。 

王寺周辺広域７町の研修費等の状況というまずＡ４の１枚目からお

願いいたします。 

この表は王寺周辺７町につきまして、政務活動費の有無等を項目別に

比較をしてみたものでございます。 

まず政務活動費の有無につきましては、７町ともございません。議会

基本条例につきましては、平群町、上牧町、王寺町この３町が制定をさ

れておられます。研修予算につきましては三郷町、安堵町、上牧町、河

合町でそれぞれ記載のとおり予算を組んでおられます。旅費につきまし

ては、三郷さん、安堵さんにつきましては、費用弁償、出張等の扱いで

の旅費の出し方、上牧さんと河合さんにつきましては、研修費それぞれ

５万円、１０万円ですけれども、この費用の中にその分も含むという形

での旅費の支給の仕方をされております。 

あと研修の報告なんですけれども、三郷さん、安堵さんにつきまして

は、報告ですね、上牧さん、河合さんも報告は当然あるんですけれども、

あとまあ領収書の提出についても設定をされておられるということで
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す。気になりました、あと要綱等の設定なんですが、基本的には上牧町

さんだけが設定をされていると、斑鳩につきましては一応ありというこ

となんですが、以前説明させていただいたんですが、当町の斑鳩町議会

議員の行政視察等派遣に関する要綱につきましては、各種研修会等派遣

に関しては旅費等の記載がないという状況になっておりますので、通常

の費用弁償でという捉え方をすれば、改正の必要はないであろうという

話もさせていただいておりましたけども、その点でありということです

ので、実際にはないという方が正確かもわかりません。 

参考にですけども、お手元に上牧町さんの要綱ですね、上牧町議会議

員研修及び行政視察の実施に関する要綱ということで添付させていた

だいております。 

要綱自体はＡ４、１枚目、２枚目だけです。あとは様式になっており

まして、一番末尾に、研修及び行政視察報告書の様式ですけれども、つ

いております。こういった形で別添で実際の詳しい報告書をつけて報告

はされているということでございます。 

各町の事務局長さんにお聞きする中では、やはりちょっと政務活動費

の設定がどちらもないという中で、これに関してはやはり難しい点があ

るなという点は、皆さん口をそろえておっしゃっておられるところで

す。上牧さんにつきましても要綱もつくっておられるわけなんですけれ

ども、やはり政務活動費との整理というのが、いざそういう形で指摘を

受けた時には難しいなという感触は持っておられるというところは確

認できております。 

あとまあ、ちょっとややこしいんですが、議会基本条例、こちらを定

めておられる３町につきましては、まずそこの中で研修の強化っていう

部分を謳っておられて、上牧さんについては、その具体的な部分につい

ては要綱で縛るというような姿につくっておられます。平群さん、王寺

さんにつきましては、基本的にはもうそういった研修の費用に関して要

綱は作りませんし、現在もそういった支出もされておられない、あくま

でそれは個人でお願いしたいということで運営されているということ

でございました。 

以上簡単ですけども、現在の周辺７町の報告とさせていただきます。 
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委員長 

 

 

平川委員 

 

 

議会事務

局長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

小林委員 

 

 

 

議会事務

局長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。ただ今、議会事務局長から説明がありまし

たが委員皆さまのご意見をお聞きしたいと思います。 平川委員。 

 

実際に支出されているかどうかっていう状況まではわからないんで

すか。 

 

三郷さん、安堵さんにつきましては、だいたいお１人かお二方ぐらい

の予算でありますけども、その年の研修の内容にはよるようなんですけ

ども、だいたい行かれているような感触でございました。上牧さんにつ

きましてはだいたい半分ぐらいの議員さんが使われているようなお話

を聞かせていただいております。あと、河合さんも使われているという

お話は聞いております、以上です。 

 

いかがでしょうか。 小林委員。 

 

ちょっと確認なんですけれども、申し訳ございません。 

今さらですけれども、視察費は各委員会１０万円の予算を取ってはり

ましたかね、視察用に、年度に。バス代とかの関係で。 

 

固定ではなかったと思うんですけれども必要な委員さんの数と議長

の人数での出張旅費と、バス代の方はそれぞれに平均をとった金額での

バス代ですね、それをそれぞれの委員会で計上はしているということで

す。 

 

委員会での視察については、予算も確保しているということですね。

ただ、個々に行かれる視察についてということで今回、その費用を出す

べきなのかどうかということで議論させていただいてますけども。 

やるとなると、新たに予算を確保するということになりますね。 

小林委員。 
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小林委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

小林委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

小林委員 

 

委員長 

 

嶋田委員 

 

 

 

委員長 

 

議会事務

局長 

 

 住民さんからもわかりやすい、今のお話聞いてましたら、住民さんか

らもわかりやすく政務活動費で研修費については政務活動費からの支

給できるような状況に、僕はしていっていただきたいなというふうに個

人的には思っております。 

 

 ということは、研修のための費用ではなくて、政務活動費を新たに設

置するということですかね。 小林委員。 

 

 今、事務局長の方からもそういうふうに突っ込まれたら答えるのにや

やこしい部分もあるというふうにおっしゃっておりましたので、それで

したら住民さんからもわかりやすいように、堂々と政務活動費で研修費

に限定で、充てるというのが。 

 

 政務活動費というのは、一般的にいうと、物品の購入だったりとかい

うことにも使われてますけども、そうでなくて研修のみの費用として名

目上は政務活動費という項目で新たに設定するということでよろしい

ですか。 

 

 はい。 

 

 嶋田委員。 

 

 事務局にお尋ねします。政務活動費というのは突発的に出せるものな

んですか。それとも月ごとに出していくものなんですか。それはどうな

んですか。 

 

 真弓議会事務局長。 

 

 出し方につきましてはさまざまですね。先にお渡しされて精算する方

法と、あとから、一旦立て替えて精算されているようなところもござい

ます。 
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委員長 

 

平川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

議会事務

局長 

 

 

 

 

 今、方向的には政務活動費そのものも団体さんなんかでも廃止の方向

で進んでいるところですので、そのあたりなかなかちょっと住民さんへ

のというところでは難しい点もあるのかなという感触は持っておりま

すけども。 

 

 平川委員。 

 

 研修限定といっても、やっぱり政務活動費という名前がつくと、ちょ

っと今の流れからしてちょっとどうなのかなと私も思いますけれども。 

それと設置するかしないかというところもあると思うんですけれど

もね、金額もあって、この例えば三郷町さんとか安堵町さんとかで、年

に全議員の中で総額として５万円ということは、１人当たりはどれぐら

いの金額になるのかなと、例えば１人、２人いったらそれですべて予算

を使い切ってしまうようなことにもなると、誰が使うかっていうところ

もあるし、逆に１人数千円っていうので、あとから報告をしてなんとか

してっていうことであれば、個人で支出して自分の行きたいところに行

くっていう方が現実的なんじゃないかなと思いますし、５万円とか１０

万円、１０万円がいいのかどうかっていうのは、また議論の余地がある

と思うんですけども、もし設定するというのであれば、ある程度視察に

有効な、で、それぞれの議員が、１人行ったらもう予算ないよっていう

のではなくて、それぞれ議員研修のために行けるような形で設定するの

であれば、意味があるのかなっていうように私は思います。 

 

真弓議会事務局長。 

 

 一応三郷さん。先ほども申し上げましたように、だいたいお１人お２

人ぐらいの金額でして、研修先もいろいろございますので、安堵さんな

んかでしたらやはりこういった全国の、これ職員の方もあるんですけれ

ども、全国の研修所、そこの研修に限定されているというような条件を

つけられている場合もございます。それはやはり主催団体さんがどうい

う団体さんか、というところもどうもあるようです。安堵さんはそうい
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委員長 

 

 

 

 

 

嶋田委員 

 

 

委員長 

 

嶋田委員 

 

議会事務

局長 

 

 

 

嶋田委員 

 

うふうにはっきりとおっしゃっておられました。 

三郷さんもどこというのはなかなか実際どれの研修というのはあて

がたいですので、予算編成の段階では。ですから東京での研修を想定し

て、いわゆる概算で５万円という設定だというのは聞いておりますの

で、それが例えば、それに対しては副委員長も行かれたと思うんですが、

全国市町村国際文化研究所ＪＩＡＭっていうのが、これでしたら滋賀県

なんですね、比較的近いということでそんな旅費もかからないというこ

とであれば、研修費のみに近いということであれば、回数も人数もいけ

る可能性はでてきますし、東京行かれるとやはり交通費が大きいですの

で、そこで圧迫してくるということはあり得るとは思います。 

 

前回でしたかね、平川委員がおっしゃっていた、どこの主催のどうい

うものまで含めるのかというのも議論していく、もしするのであれば、

議論していく必要がありますし、１人なんぼかでっていう枠にするの

か、議会全体としていくらっていうふうにするのかについてもまた変わ

ってこようかと思います。 嶋田委員。 

 

これまた事務局にお尋ねしますけども、費用弁償いうんですか、私た

ちがいただいている分は、これ生活給なんですか。 

 

どの費用でしょうか、報酬。 

 

報酬。毎月いただいている分ですね。これは報酬になるわけですか。 

 

あくまで毎月の報酬ということであれば、生活給という言い方がいい

のかわかりませんが、報酬ですので、対価ということになるかと思いま

す。あくまで今の、費用弁償については、あくまで旅費規定に伴う実費

弁償と取っていただければと思います。 

 

 一応歳費という名目にはなっているんですね。 
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委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 暫時休憩いたします。 

 

（ 午前 ９時５５分 休憩 ） 

（ 午前１０時０７分 再開 ） 

 

 それでは再開いたします。 

 休憩中も含めて、それぞれ委員さんからご意見いただきました。 

 その中ではもう政務活動費と混同される恐れもあるし、つくらないほ

うがいいんじゃないかというご意見と、つくって運用していくべきでは

ないかというご意見と両方あると思うんです。 

まず、この議論、方向性として、この制度をつくるかつくらないかと

いうので結論を出して、方向付けして進めていきたいと思いますけど

も、スケジュール的に考えまして、つくるとするならば今年度中につく

ってしまう必要があるということから、つくるかつくらないかという結

論を出すのにですね、できれば次回の議会運営委員会で、委員皆さんに

決を採らせていただいて、まずその段階でつくるかつくらないかの方向

性を定めていきたいというふうに思いますが、そういう進め方でよろし

いでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

 そうしましたら、今日のところはですね、それぞれの委員皆さんのご

意見をいただいたということで終っておきたいと思いますけども、よろ

しいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、②各種研修会への参加については以上で終らせていただき

ます。 

次に、③傍聴席の改良について委員皆さんのご意見をお聞きしたいと

思います。 嶋田委員。 
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委員長 

 

 

 

 

嶋田委員 

 

 

 

 

 

 

 

前回から、ちょっといろいろ調べさせてもらいまして、平成７年の６

月議会で一般質問されておられます。そこでは、当時の町長がですね、

議席数を減らすことは考えてないと、議席数やない傍聴席数ですね、減

らすことは考えてないというふうな答弁をされておられます。ほんで、

それとは別にですね、傍聴席に私、座らさせてもらいまして、やっぱり

狭いなという感触は持ちました。それでいろいろ調べて建築基準法です

ね、傍聴席、座席の数、床面積に対する座席の数ですね、それを調べま

してんけれども、建築基準法には載ってないということで、奈良県の条

例では、建築基準法では、各県で条例で決めなさいと、そういうふうな

ことみたいなんです。それで奈良県の条例見ましても載ってないと、た

だし、奈良県の消防関係ですね、奈良県広域消防組合火災予防法条例と

いうのんがありまして、それにはいろいろこと細かく書いてあります。

例えばですね、背もたれから次の座席までは７０センチ以上とか、前に

壁があれば４０センチ以上開けるとかそういうふうなことが書いてあ

りますねんけれども、そこらへんがこれに適合するのかどうか、それは

ちょっと私まだ調べてないもんで、そういうふうなこともちょっと調べ

てまたこの委員会で報告させていただこうかなとは思っております。 

 

これについては、前回テーマとして取り上げるということで確認はし

ましたけども、すみません、提案いただいた嶋田委員、再度その趣旨で

すね、どういうことから傍聴席の改良が必要なのかという点、もう１度

確認させていただいてよろしいですか。 嶋田委員。 

 

以前から傍聴席狭いという感触は持っておりました。でも、一応３９

席もあるからということで、置いておいたんですけれども、元議員さん

から狭いんやないかなと、もっと広げてほしいというふうな声があがり

まして、他の傍聴人さんにも聞きますと、やっぱり狭いなというふうな

声がありましたんで、前の６月議会ですか、その時に一般質問しようと

思ったんですけれども、これは議会の総意いうんですか、で、行政に、

理事者側に言ったほうがいいのではないかなということで提案させて
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委員長 

 

 

いただいたわけです。 

 

ということで、傍聴席が狭いというご意見をいただいて、それを改善、

改良できないかということで、検討課題としていこうということです

が、これに対して委員皆さんそれぞれどういうふうに感じて受け止めて

おられるのか、ご意見をお聞かせいただければなと思いますが。 

坂口委員。 

 

実際座ると確かに狭い、座ると横もいっぱい、前も人が歩けないよう

な状況っていうような状況の中ではどうかなという思いはあります。た

だやっぱり、それをしかし改装するとなると、大工事になってくるとい

う感じは受けます。だからその辺、傍聴席の数を減らすのか、それとも

現状の数で広げるとなると大工事になる、減らすのであれば、またそれ

なりの費用で済むかなと思いますし、ちょっとその辺はちょっといろい

ろ考えないといけないなという思いではあります。 

 

他の委員さんいかがでしょうか。 小林委員。 

 

嶋田委員さんの方から、次回に向けて資料提出みたいにおっしゃって

いただいてましたので、それを受けてまた考えていきたいなというふう

に思いますのと、ひとつ事務局に確認が、この前の子ども模擬議会でそ

の質問があったというふうにお聞きしているんですけども。 

 

暫時休憩いたします。 

 

（ 午前１０時１５分 休憩 ） 

（ 午前１０時３５分 再開 ） 

 

再開いたします。 

今、休憩中の時間を使いまして、議場の傍聴席の方それぞれ皆で確認

にいってきましたけども、それも見ていただいてそれぞれ委員の皆さん
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のご意見をお聞きしたいと思います。 嶋田委員。 

 

今また改めて座ってみて、やはり狭いなと、特に私の体格としては幅

はいけるんではないかなと思いますけど、前、前列との間がほとんどな

いような感じですんで、やはり改修の必要はあるんではないかなと、こ

のようには思っております。 

 

他の委員さんいかがでしょうか。 坂口委員。 

 

私も今改めて見まして、やはり狭いなという感覚はあります。 

ただし、先ほども言いましたけど、大規模改修になるのではないかな

と思うんで、費用の面が心配しますね。 

 

他の委員さんは。 小林委員。 

 

確かに狭いと思いますので、改善できる限り改善していきたいなと思

いますけれども、費用面の関係でもいろいろと調査もしていきたいな

と、今後思っております。 

 

他の委員さんもよろしいですか。 

 

（ な  し ） 

 

それぞれ確認いただいて、狭いというのと、改修が必要だろうという

ことは確認できるかなというふうに思いますが、どういう方法があるの

かっていうのと、どれぐらい費用がかかるのかということについてはま

た今後ちょっと調査をしながら進めていきたいと思います。 

１つ事務局にお願いしておきたいんですけども、過去３年間ぐらいで

すね、それぞれの定例会の傍聴者数について、ちょっと次回までに一覧

にしていただければと思いますので、お願いします。 

そしたら今日は以上で終っておきたいと思いますけれども、よろしい
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ですか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは③の傍聴席の改良についても以上で終わります。 

１．協議事項については、以上で終わります。 

次に、２．その他について、各委員から質疑、ご意見等があれば、お

受けしたいと思います。ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

事務局の方から、何かございませんか。 真弓議会事務局長。 

 

各種研修の開催予定について、ご報告いたします。 

まず１件目ですが、例年開催されております生駒郡町村議会議長会が

開催する議員研修会が、１０月の３０日（火）午後１時３０分から、三

郷町立図書館で開催される予定であるということがご連絡がありまし

た。まだ正式文書はまだでございます。 

次に、２件目ですが、こちらも例年ですけれども、奈良県町村議会議

長会が開催されております奈良県町村議会全議員研修が、１１月１日

（木）午後１時３０分から、市町村会館で開催されるということでござ

います。これにつきましては、レターケースにてご案内だけはさせてい

ただきましたが、１１月１日でございます。 

いずれの研修につきましても、現時点では、開催通知文書がまだ届い

ておりませんことから、最終日までに参りましたら、追加日程として参

加派遣計画書をあげさせていただきたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 

そうしましたら、最終日までに開催通知が届きましたら、参加派遣計

画書を追加日程に加えることといたします。 

それでは、これをもって、その他については終わります。 
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以上をもちまして､本日予定しておりました案件は全て終了いたしま

した。 

なお、本日の委員長報告のまとめについては、正副委員長にご一任い

ただきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、これをもって本日の議会運営委員会を閉会いたします。 

どうもお疲れ様でした。 

（午前１０時４０分 閉会） 

 

 


